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二
月
十
五
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
一
〇
三
号
法
廷
に
お
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
」
裁
判
の
第
一
回
公
判
が
開

か
れ
た
。
百
名
ほ
ど
の
傍
聴
席
は
満
席
と
な
り
、
小
田
村
四
郎

会
長
、
柚
原
正
敬
・
常
務
理
事
、
水
島
総
・
日
本
文
化
チ
ャ
ン

ネ
ル
桜
代
表
取
締
役
（
本
会
理
事
）
永
山
英
樹
・
台
湾
研
究
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
長
（
本
会
理
事
）
の
四
氏
が
意
見
陳
述
し
た
。
今

号
で
は
水
島
・
永
山
両
氏
の
意
見
陳
述
書
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
裁
判
で
は
、
昨
年
四
月
五
日
夜
に
放
映
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

シ
リ
ー
ズ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
・
第
一
回

『
ア
ジ
ア
の
一
等
国
』」
の
内
容
が
放
送
法
に
抵
触
す
る
と
し

て
、
台
湾
の
パ
イ
ワ
ン
族
を
含
む
一
万
三
百
五
十
五
人
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。 

（
本
誌
編
集
部
）

■

放
送
法
違
反
の
事
例
の
数
々

こ
の
陳
述
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
「
情
報
犯
罪
」
と
で
も
言
う
べ
き

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
）
の
捏ね
つ

造ぞ
う

、
歪
曲
に
つ
い
て
述
べ
る
。

よ
く
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
的
「
偏
向
」
が
問
題
と
な
り
、
ま

た
、
訴
訟
も
起
こ
さ
れ
て
来
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
偏
向
」
は
、
個
人

的
な
主
観
や
報
道
や
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
問
題
も
あ
り
、
今
回
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
集
団
訴
訟
に
お
い
て
は
、「
偏
向
」
を
問
題
に
す
る
の
で
は

な
く
、
番
組
制
作
に
お
け
る
「
捏
造
、
歪
曲
、
や
ら
せ
取
材
、
隠い
ん

蔽ぺ
い

工
作
」
と
い
う
、
放
送
制
作
者
が
絶
対
行
っ
て
は
な
ら
な
い
放
送
法

違
反
の
事
例
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
告
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
捏
造
、
歪
曲
行
為
等
の
放
送
法
違
反
の
行
為
を
明
ら
か

日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
代
表
取
締
役　

水み
ず

島し
ま　

総さ
と
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報
犯
罪

【
特
集
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
裁
判

一
万
人
が「
法
の
正
義
」と「
道
義
」を
求
め
て
起
ち
上
が
っ
た
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に
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報
犯
罪
行
為
と
言
う
べ
き
政
治
的 

「
偏
向
」
も
、
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

今
回
の
一
万
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
集
団
提
訴
は
、
主
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー　

ア
ジ
ア
の
一
等
国
」
シ
リ
ー
ズ
を
取
り
上
げ

た
訴
訟
で
あ
る
が
、
裁
判
史
上
最
大
の
一
万
人
の
日
本
国
民
が
原
告

と
な
っ
た
の
は
、
今
回
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
過
去
に
お

い
て
も
ず
っ
と
「
捏
造
、
歪
曲
」
番
組
を
作
り
続
け
て
来
た
「
情
報

犯
罪
行
為
」
の
「
前
科
」
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
が
一
向
に
是
正
さ

れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
万
人
以
上
の
多
く
の
国
民
が
、
本
来
、
国
家

国
民
の
所
有
物
で
あ
る
は
ず
の
公
共
電
波
の
公
正
な
運
用
を
求
め
、

公
共
放
送
の
「
法
の
正
義
」
と
「
道
義
」
を
求
め
て
起
ち
上
が
っ
た

の
で
あ
る
。

公
共
電
波
と
い
う
情
報
発
信
の
「
生
産
手
段
」
は
、
主
権
者
た
る

日
本
国
民
が
本
来
所
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
を
通
し
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
信
託
、
委
託
付
与
さ
れ
た
独
占
的
な
情
報
発
信
手
段
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
視
聴
料
を
支
払
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
の
国
民
が
等
し
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
流
さ
れ
る

公
共
電
波
に
対
し
て
、
放
送
法
に
基
づ
く
公
正
な
事
業
展
開
と
捏
造

や
歪
曲
の
な
い
番
組
制
作
を
要
求
し
、
主
張
す
る
権
利
と
義
務
が
あ

る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
く
。
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独
占
的
な
公
共
電
波
は
、
政
治
経
済
分
野
、
教
育
分
野
に
お
い
て

も
多
く
の
国
民
の
意
識
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
放

送
さ
れ
る
番
組
制
作
が
捏
造
歪
曲
に
よ
っ
て
政
治
的
偏
向
が
生
じ
、

国
民
に
間
違
っ
た
情
報
が
与
え
ら
れ
て
生
ま
れ
る
意
識
や
思
考
は
、

国
家
の
平
和
や
安
全
ま
で
も
脅
か
し
か
ね
な
い
。
ま
た
、
国
家
の
中

心
的
分
野
の
ひ
と
つ
、
教
育
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
事
実
の
捏
造
歪

曲
が
公
共
電
波
で
流
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
誤
っ
た
情
報
で
多
く
の

国
民
が
歪
曲
さ
れ
た
誤
っ
た
歴
史
認
識
を
持
ち
か
ね
な
い
。

一
万
人
以
上
の
日
本
人
原
告
団
は
、
日
本
国
民
と
し
て
「
法
と
正

義
」
を
求
め
て
起
ち
あ
が
り
、
外
国
人
原
告
団
は
、
捏
造
歪
曲
さ
れ

た
歴
史
事
実
の
情
報
を
日
本
国
内
外
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
国
と
の
政
治
・
経
済
・
文
化
交
流
が
損
な
わ
れ
、
物
心
共
に
損

害
を
受
け
る
こ
と
を
危
惧
し
、
ま
た
自
国
の
名
誉
や
誇
り
が
傷
つ
け

ら
れ
た
と
し
て
起
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

本
来
、
日
本
国
民
の
も
の
で
あ
る
は
ず
の
「
公
共
電
波
」
が
、
国

民
の
信
託
を
受
け
て
い
る
は
ず
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
、
不
当
に
運
用

さ
れ
、
捏
造
歪
曲
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
番
組
が
制
作
さ
れ
、
放
送

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
物
心
両
面
で
被
害
を
受
け
た
国
内
外
の
人

が
、
法
の
正
義
と
執
行
を
求
め
て
起
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
法
廷
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
動
か
ぬ
証
拠
の
事
例
を
挙
げ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
悪
質
な
「
捏
造
、
歪
曲
」
の
常
習
性
の
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
予
定
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
政
選
挙
投
票

日
前
夜
に
お
け
る
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
、
レ
ン
ズ
操
作
、
編
集
に
よ
る

悪
質
な
印
象
操
作
行
為
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
に
お
け

る
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
操
作
、
や
ら
せ
取
材
、
歴
史
事
実
の
捏
造
、
不
正

な
番
組
制
作
の
隠
蔽
工
作
等
で
あ
る
。

■

公
共
放
送
局
に
あ
る
ま
じ
き
実
態

同
時
に
、
私
た
ち
は
、
我
が
国
で
唯
一
の
「
公
共
放
送
局
」
で
あ

る
は
ず
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
う
特
殊
法
人
が
、
そ
の
建
前
と
は
お
よ
そ
か

け
離
れ
た
公
共
放
送
局
に
あ
る
ま
じ
き
実
態
を
も
明
ら
か
に
す
る
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
け
る
国
民
を
裏
切
る
「
天
下
り
」
の
実
態
で

あ
り
、
日
本
一
の
高
給
に
胡
坐
を
か
き
、
国
民
の
視
聴
料
を
貪
る
実

態
で
あ
り
、
二
千
数
百
億
以
上
の
売
り
上
げ
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
放
送

か
ら
貪
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
に
よ
る
天
下
り
先
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
子
会
社
の
実
態

で
あ
る
。

番
組
内
容
に
つ
い
て
も
、
私
た
ち
は
日
本
国
憲
法
に
定
め
ら
れ
た

基
本
的
人
権
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
「
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
」
た

る
天
皇
陛
下
と
皇
室
へ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

皇
室
攻
撃
（
天
皇
陛
下
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
）
を
、
事
実
に
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基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
次
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
国
内

番
組
基
準
」
に
も
、
日
本
国
憲
法
に
も
違
反
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
国
内
番
組
基
準
」
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
日
本
放
送
協
会
は
、
全
国
民
の
基
盤
に
立
つ
公
共
放
送
の
機
関
と

し
て
、
何
人
か
ら
も
干
渉
さ
れ
ず
、
不
偏
不
党
の
立
場
を
守
っ
て
、

放
送
に
よ
る
言
論
と
表
現
の
自
由
を
確
保
し
、
豊
か
で
、
よ
い
放
送

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
文
化
の
向
上
に
最

善
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
」
の
番
組
制
作
に

お
け
る
歴
史
事
実
の
捏
造
、
歪
曲
、
や
ら
せ
取
材
、
隠
蔽
工
作
等
の

不
正
腐
敗
行
為
を
報
道
し
た
衛
星
放
送
会
社
「
株
式
会
社
日
本
文
化

チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」
を
、
公
式
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
定
例
記
者

会
見
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
間
違
っ
た

情
報
を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
と
非
難
し
、
誹
謗
中
傷
し
、
抗
議
書

を
同
社
に
対
し
て
送
付
し
て
来
た
。
こ
れ
は
、
放
送
法
を
遵
守
し
て

真
面
目
な
取
材
と
報
道
を
し
て
い
る
同
社
に
対
す
る
悪
質
な
名
誉
棄

損
で
あ
り
、
営
業
妨
害
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
倫
理
と
道
義

が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
当
法
廷
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
い
か
に

傲
慢
で
、
巨
大
組
織
を
背
景
に
不
正
を
働
い
て
い
る
か
の
証
拠
と
し

て
、
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

日本李登輝友の会　第9回理事会のご案内
　先般 3 月 28 日に本年度で 8 回目となる理事会並びに総会を開催し、理事・監
事各位には総会の議事録をお送りし、第 9 回理事会の開催につきましてもご案
内いたしました。
　この理事会は前回理事会の討議に基づいて開催するもので、本会運営や理事
会のあり方等につきまして積極的かつ建設的なご意見を賜りたく、何かとご多
忙のことと存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようお願い申し
上げます。

記

■日　時：平成 22 年 6 月 13 日（日）午後 2 時～ 4 時（1 時 30 分　受付開始）
■会　場：文京シビックセンター　3 階　会議室 1・2
　　　　　〒 112-0003　東京都文京区春日 1-16-21　TEL：03-5803-1100
　　　　　【交通】東京メトロ：丸ノ内線・南北線「後楽園駅」徒歩 1 分
　　　　　　　　  都営地下鉄：三田線・大江戸線「春日駅」徒歩 3 分
　　　　　　　　  JR 総武中央線「水道橋駅」徒歩 10 分
＊同封の「出欠票」は、5 月 31 日（月）まで、ＦＡＸにてご返送のほどお願いします。
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